
【矢羽の適正入手証明書（トレーサビリティ証明書）記入例】 
 

ID ① 1234567 所属地連 ② ○○県 称号・段位 ③ 教士○段 
ふりがな **** **** 

氏名 ④ □□ ○○○ 

 

 

No. 矢羽番号 矢羽の種類 一般名称 本数（枚数） 入手先 入手年月 
備考欄 

譲渡先又は廃棄 譲渡（廃棄）年月日 

1 ⑤ 1234567‐1 ⑥熊鷹尾羽 ⑦ クマタカ ⑧ 四ツ矢 ⑨ ○○弓具店 ⑩ S60.5月 ⑪ □□氏に譲渡 ⑫ S62.6月 
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【矢羽の適正入手証明書（トレーサビリティ証明書）の記入上の注意】 

 

１．上の記入例を参考にしていただき、所有されているオオタカ、イヌワシ、オガサワラノスリ、カンムリワシ、クマタカの羽根を用いた矢羽につき、 

下記の要領で該当欄に必要事項をご記入ください。（なお、矢羽に用いられている猛禽類の種等が不明な場合は、弓具店等にお問い合わせいただいて  

ご確認ください。） 

 

① 連盟個人コードを記載 

 

② 所属する地連を記載     例： ○○県 

 

③ 称号・段位 を記載    例： 教士○段 

 

④ 氏名（ふりがな）を記載 

 

⑤ 該当する矢羽につき、「連盟個人コード‐追番」を順次記載     例：1234567‐1 ……1234567‐8 

 

⑥ 所有する矢羽の種類を俗称等で記載     例：熊鷹尾羽 

 

⑦ 添付資料を参考にして、矢羽に対応する鳥の「種」の一般名称を記載     例： クマタカ 

 

⑧ 矢の本数又は矢羽の枚数を記載 

 

⑨ 入手先を記載     例：○○弓具店、□□氏 

 

⑩ 入手した年月を記載 

 

⑪ 第三者に譲渡したり、廃棄したりした場合は、その旨を記載 

 

⑫ 第三者に譲渡したり、廃棄したりした場合は、その年月日を記載 

 

２．不明な点については、おおまかな時期等を記載頂いても結構ですし、空欄のままでも結構です。ただし、虚偽の記載等が発覚した場合には、連盟懲戒

規程基づいて処分される場合がありますので、ご注意ください。 


